
は

じ

め

に

日
本
天
台
宗
の
開
祖
た
る
最
澄
、
そ
の
高
弟
の
一
人
で
あ
る
光
定
が
著
し
た

（
�
）

『
伝
述
一
心
戒
文
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

以
二

彼
之
年
一

弟
子
白
。
以
二

円
澄
大
徳
一

。
任
二

延
暦
寺
寺
主
一

。
仁
忠
師
不
レ

承
レ

之
也
。
亦
重
弟
子
白
。
以
二

義
真
大
徳
一

。
任
二

延
暦
寺
上
座
一

。
仁
忠
師

不
レ

承
レ

之
也
。
有
二

此
之
由
一

。
而
不
レ

成
二

玆
政
一

。

あ
る
年
、
弟
子
の
光
定
が
い
う
に
は
、
円
澄
を
延
暦
寺
寺
主
に
任
じ
た
が
、
仁
忠

は
こ
れ
を
了
承
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
重
ね
て
光
定
が
い
う
に
は
、
義
真
を
延
暦

寺
上
座
に
任
じ
た
が
、
仁
忠
は
こ
れ
を
了
承
し
な
か
っ
た
。
こ
の
理
由
が
あ
っ

て
、
延
暦
寺
の
政
は
立
ち
行
か
な
く
な
っ
た
。
ど
う
や
ら
最
澄
の
高
弟
た
ち
は
一

枚
岩
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

木
内
堯
央
氏
は
、
最
澄
入
滅
後
の
リ
ー
ダ
ー
を
だ
れ
に
す
る
か
、
ひ
と
つ
の
問

題
点
で
あ
っ
た
と
す
る
。『
弘
仁
三
年
遺
書
』
に
お
い
て
は
、
泰
範
を
総
別
当
、

文
書
司
兼
任
、
伝
法
座
主
は
円
澄
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
弘
仁
一
三
年

（
八
二
二
）
の
段
階
で
、
最
澄
は
付
法
印
書
を
義
真
に
授
け
る
に
到
り
、
ま
ず
は

（
�
）

上
﨟
で
あ
る
義
真
が
伝
法
師
の
地
位
に
つ
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
﨟
次
に
つ
い

て
、
最
澄
へ
の
師
事
、
具
足
戒
受
戒
の
ど
ち
ら
も
円
澄
が
先
の
た
め
本
当
は
円
澄

が
上
﨟
で
あ
る
が
、
義
真
は
興
福
寺
の
慈
蘊
に
従
っ
て
い
る
と
き
に
及
第
得
度
し

て
お
り
、
早
く
に
声
聞
戒
を
受
け
て
い
る
た
め
、
義
真
が
上
﨟
と
な
っ
た
と
古
田

（
�
）

紹
欽
氏
は
述
べ
る
。
ま
た
仲
尾
俊
博
氏
は
、
義
真
は
最
澄
の
直
弟
子
で
は
な
く
、

直
弟
子
の
円
澄
等
の
一
派
か
ら
他
所
も
の
扱
い
を
受
け
、
義
真
一
派
と
の
対
立
の

溝
が
経
過
す
る
に
つ
れ
て
深
刻
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
対
立
に
よ
り
義
真
滅

後
、
義
真
の
弟
子
円
修
は
義
真
よ
り
座
主
職
を
譲
り
受
け
る
が
、
円
澄
一
派
に
よ

（
�
）

り
比
叡
山
か
ら
大
和
の
室
生
寺
に
追
い
や
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
指
摘
よ
り
、
最
澄
の
高
弟
た
ち
の
間
に
お
け
る
確
執
に
は
、
初
代
天

台
座
主
で
あ
る
義
真
と
第
二
代
天
台
座
主
に
就
任
し
た
円
澄
の
関
係
性
に
カ
ギ
が

あ
る
よ
う
で
あ
る
。
特
に
、
最
澄
は
始
め
伝
法
座
主
に
円
澄
を
指
名
す
る
が
、
最

終
的
に
「
上
﨟
」
の
義
真
へ
変
更
し
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。

し
か
し
、
古
田
氏
に
よ
る
義
真
と
円
澄
の
﨟
次
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
円
澄
の
具

足
戒
受
戒
を
『
元
亨
釈
書
』
の
記
述
の
み
で
判
断
し
て
お
り
、
義
真
が
入
唐
以
前

初
代
天
台
座
主
就
任
に
お
け
る
諸
問
題

│
│
義
真
と
円
澄
に
つ
い
て
│
│

貫

田

瑛
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に
具
足
戒
を
受
戒
し
た
史
料
も
見
受
け
ら
れ
ず
根
拠
が
不
十
分
と
い
え
る
。

以
上
よ
り
、
本
稿
で
は
、
弘
仁
一
三
年
に
最
澄
が
後
継
者
と
し
て
義
真
を
指
名

し
た
理
由
で
あ
る
﨟
次
に
つ
い
て
、
義
真
と
円
澄
に
注
目
し
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

第
一
章

最
澄
の
考
え
る
﨟
次

弘
仁
一
三
年
六
月
四
日
に
最
澄
が
入
滅
し
た
後
、
義
真
が
そ
の
後
継
と
し
て
日

本
天
台
宗
を
率
い
る
こ
と
に
な
る
。
義
真
を
日
本
天
台
宗
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
初
代

天
台
座
主
に
据
え
た
理
由
に
つ
い
て
、『
伝
述
一
心
戒
文
』
に
は
、
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

故
最
澄
法
師
弟
子
沙
門
光
定
言
。
光
定
。
久
従
二

先
師
之
最
澄
法
師
後
一

。

承
二

聞
伝
法
之
由
一

。
最
澄
法
師
。
有
二

二
弟
子
一

。
彼
弟
子
義
真
。
円
澄
。
義

真
法
師
上
﨟
。
円
澄
法
師
下
﨟
。
去
弘
仁
三
年
。
在
二

最
澄
法
師
病
床
一

。
其

年
五
月
。
付
法
印
書
。
授
二

円
澄
法
師
一

。
弘
仁
四
年
。
義
真
法
師
。
従
二

相

模
国
一

。
来
二

於
叡
嶺
一

寄
在
。
義
真
法
師
上
﨟
。
円
澄
法
師
下
﨟
。
同
弘
仁

十
三
年
。
付
法
印
書
。
授
二

義
真
法
師
一

。
其
時
光
定
言
。
付
法
之
書
。
授
二

於
二
師
一

。
誰
師
為
レ

首
。
最
澄
法
師
云
。
上
﨟
之
師
。
可
レ

為
二

衆
首
一

。

弟
子
の
一
人
で
あ
る
光
定
は
、
長
年
最
澄
に
従
い
伝
法
の
由
を
承
聞
し
た
。
最
澄

に
は
、
義
真
と
円
澄
と
い
う
二
人
の
弟
子
が
お
り
、
義
真
が
上
﨟
、
円
澄
が
下
﨟

で
あ
る
。
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）、
最
澄
は
病
床
に
伏
し
た
際
、
同
年
五
月
に
円

澄
へ
「
付
法
印
書
」
を
授
け
た
後
、
弘
仁
四
年
（
八
一
三
）
に
義
真
は
相
模
国
か

ら
比
叡
山
へ
寄
在
し
た
。
そ
し
て
、
弘
仁
一
三
年
、
最
澄
は
義
真
法
師
に
「
付
法

（
�
）

印
書
」
を
授
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
、
光
定
は
付
法
印
書
を
二
人
の
師
に
授
け

て
い
る
が
ど
ち
ら
を
衆
の
首
と
す
る
か
聞
く
と
、
最
澄
は
上
﨟
の
師
つ
ま
り
義
真

を
衆
の
首
と
す
る
よ
う
に
と
言
っ
た
と
い
う
。

こ
こ
で
は
、
最
澄
は
後
継
者
た
る
理
由
と
し
て
﨟
次
が
上
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ

て
い
る
。
﨟
次
は
、
僧
次
と
も
い
い
、
僧
侶
が
『
四
分
律
』
に
准
じ
た
具
足
戒
を

受
戒
し
て
か
ら
の
年
数
を
示
す
。
年
数
が
長
い
方
を
上
﨟
と
し
、
坐
次
も
上
座
と

な
る
。
つ
ま
り
、
僧
侶
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
年
数
に
順
ず
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
最
澄
が
晩
年
比
叡
山
寺
へ
の
大
乗
戒
壇
建
立
に
注
力
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。『
梵
網
経
』
に
准
じ
た
大
乗
菩
薩
戒
を
重
視
し
た
最
澄
は
、
弘
仁
九

（
�
）

年
（
八
一
八
）
三
月
に
具
足
戒
の
棄
捨
を
宣
言
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
継

者
の
指
名
理
由
に
具
足
戒
を
基
準
と
し
た
﨟
次
を
採
用
す
る
の
は
、
不
自
然
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
よ
り
も
、
最
澄
は
、
﨟
次
に
お
い
て
も
具
足
戒
で
は
な
く

大
乗
菩
薩
戒
に
准
じ
て
改
め
て
規
定
を
設
け
た
可
能
性
が
高
い
。

『
梵
網
経
』
に
准
じ
た
大
乗
菩
薩
戒
、
一
〇
重
四
八
軽
戒
に
は
﨟
次
に
つ
い
て

（
�
）

述
べ
た
項
目
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

若
佛
子
。
応
二

如
レ

法
次
第
坐
一

。
先
受
戒
者
在
レ

前
坐
。
後
受
戒
者
在
レ

後
坐

不
レ

問
二

老
少
比
丘
比
丘
尼
貴
人
国
王
王
子
乃
至
黄
門
奴
婢
一

。
皆
応
二

先
受
戒

者
在
レ

前
坐
。
後
受
戒
者
次
第
而
坐
一

。
莫
レ

如
二

外
道
癡
人
一

。
若
老
若
少
無
レ

前
無
レ

後
。
坐
無
二

次
第
一

兵
奴
之
法
。
我
仏
法
中
先
者
先
坐
後
者
後
坐
。
而

菩
薩
不
二

次
第
坐
一

者
。
犯
二

軽
垢
罪
一

右
は
第
三
八
軽
戒
に
あ
た
り
、
如
法
の
坐
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
年
齢
や
社
会
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的
地
位
、
貴
賤
に
関
係
な
く
、
受
戒
し
た
順
番
だ
け
が
基
準
と
な
る
。『
梵
網
経
』

に
は
い
く
つ
も
の
注
釈
書
が
存
在
し
、
天
台
宗
の
開
祖
で
あ
る
智
顗
の
著
作
『
菩

薩
戒
義
疏
』（
以
下
、『
義
疏
』）
も
あ
る
。
石
田
瑞
麿
氏
に
よ
る
と
、
義
寂
著
の

『
梵
網
戒
本
疏
』（
以
下
、『
本
疏
』）
は
さ
ま
ざ
ま
な
注
釈
書
を
ま
と
め
て
お
り
、

こ
の
う
ち
第
三
八
軽
戒
の
解
釈
は
次
の
三
説
に
分
類
し
て
い
る
と
い
う
。
①
菩
薩

戒
の
受
戒
だ
け
を
規
準
と
す
る
説
、
②
菩
薩
戒
を
受
け
な
い
間
は
、
受
け
た
も
の

よ
り
も
下
に
位
置
す
る
が
、
受
け
た
と
き
は
、
そ
れ
ま
で
の
上
下
関
係
は
解
消
し

て
、
本
来
の
上
下
関
係
に
も
ど
る
と
す
る
説
、
③
す
べ
て
を
小
乗
声
聞
の
法
に
求

め
る
説
で
あ
る
。
①
は
勝
荘
の
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
述
記
』、
②
は
明
曠
の
『
天

台
菩
薩
戒
疏
』（
以
下
、『
菩
薩
戒
疏
』）
や
法
銑
の
『
梵
網
経
疏
』
が
こ
の
立
場

（
�
）

を
と
り
、
③
は
『
大
智
度
論
』
を
理
由
に
論
じ
ら
れ
た
も
の
と
い
う
。

実
際
に
、
最
澄
は
こ
の
戒
に
則
っ
た
﨟
次
を
適
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、『
伝
述
一
心
戒
文
』
巻
中
「
十

菩
薩
僧
位
次
官
官
符
達
二

天
長
皇
帝
一

申
下
文
」
に
て
、

大
師
存
生
之
日
。
承
二

其
之
命
一

。
太
賢
梵
網
経
疏
云
。
有
二

百
﨟
聲
聞
僧
。

十
﨟
菩
薩
僧
一

。
是
之
二
僧
。
座
次
有
レ

由
。
若
百
﨟
聲
聞
僧
。
不
二

廻
心
一

者
。
可
レ

坐
二

十
﨟
菩
薩
僧
下
一

。
若
百
﨟
聲
聞
僧
。
廻
心
者
。
可
レ

坐
二

十
﨟

菩
薩
僧
上
一

。

と
あ
り
、
最
澄
が
存
生
時
に
光
定
へ
﨟
次
に
関
し
て
指
示
を
出
し
て
い
る
こ
と
か

ら
わ
か
る
。「
太
賢
梵
網
経
疏
」
と
あ
る
よ
う
に
、
新
羅
の
太
賢
が
著
し
た
『
梵

網
経
古
迹
記
』（
以
下
、『
古
迹
記
』）
を
引
用
し
、
百
﨟
の
声
聞
僧
と
十
﨟
の
菩

薩
僧
の
二
人
の
僧
に
つ
い
て
の
座
次
に
は
由
縁
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
二
僧
が
座

る
際
は
、
百
﨟
の
声
聞
僧
が
廻
心
し
な
い
な
ら
ば
十
﨟
の
菩
薩
僧
よ
り
下
座
に
座

り
、
廻
心
し
た
な
ら
ば
十
﨟
の
菩
薩
僧
よ
り
上
座
に
座
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
具
足
戒
の
み
を
受
け
た
声
聞
僧
と
具
足
戒
お
よ
び
大
乗
菩
薩
戒

を
受
け
た
菩
薩
僧
で
は
、
受
戒
年
数
よ
り
も
大
乗
菩
薩
戒
受
戒
の
有
無
が
優
先
さ

れ
、
菩
薩
僧
が
上
座
と
な
る
。
声
聞
僧
が
大
乗
菩
薩
戒
を
受
け
れ
ば
、
受
戒
と
い

う
条
件
は
同
じ
に
な
る
た
め
、
具
足
戒
を
含
め
た
受
戒
年
数
の
長
い
方
が
上
座
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
本
疏
』
の
①
か
ら
③
の
三
説
の
う
ち
、

②
の
説
の
立
場
を
と
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
光
定
は
「
亦
承
二

先
師
命
一

。

其
之
命
旨
。
在
二

明
曠
師
梵
網
経
疏
一

者
。
読
二

顕
戒
論
文
一

。」
と
天
台
第
六
祖
湛

然
の
弟
子
で
あ
る
明
曠
の
著
し
た
『
菩
薩
戒
疏
』
も
根
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

『
菩
薩
戒
疏
』
に
つ
い
て
は
、
最
澄
が
著
し
た
『
顕
戒
論
』
の
文
を
読
む
よ
う
に

（
�
）

述
べ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
ⅰ
か
ら
ⅵ
の
番
号
と
改
行

は
筆
者
が
付
し
た
。

開
二

示
通
受
別
持
明
據
一

二
十
四

ⅰ
僧
統
奏
曰
。
梵
網
経
説
。
十
重
四
十
八
軽
戒
。
此
通
二

出
家
在
家
。
乃
至

奴
婢
畜
生
一

所
レ

受
。
若
受
二

此
戒
一

。
以
為
二

大
僧
一

者
。
其
奴
婢
等
。
亦
可
レ

為
レ

僧
。〈
已
上
奏
文
〉

ⅱ
論
曰
。
奴
婢
已
上
。
緇
素
定
レ

階
。
畜
生
已
下
。
亦
不
レ

論
二

著
衣
一

。
若

受
二

此
戒
一

。
定
為
二

通
受
一

者
。
其
畜
生
等
。
亦
可
レ

著
レ

衣
。
彼
已
不
レ

然
。

此
何
有
レ

然
。
是
故
当
レ

知
。
出
家
在
家
。
雖
二

通
受
一レ

戒
。
而
僧
不
僧
有
レ

別
。
亦
具
分
不
レ

同
。
奴
婢
出
家
。
先
受
先
坐
。
郎
君
在
レ

家
。
後
受
先
坐
。

奴
郎
類
別
。
不
レ

得
二

一
例
一

。
具
如
二

下
説
一

。

ⅲ
謹
案
。
梵
網
経
下
巻
云
。（
中
略
）
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ⅳ
是
故
。
天
台
義
記
云
。
道
俗
九
衆
。
一
比
丘
。
二
比
丘
尼
。
三
六
法
尼
。

四
沙
弥
。
五
沙
弥
尼
。
六
出
家
。
七
出
家
尼
。
八
優
婆
塞
。
九
優
婆
夷
。
如

レ

是
九
衆
有
二

次
第
一

。
不
レ

得
レ

乱
。
如
二

律
部
説
一

。

ⅴ
天
台
明
曠
師
疏
云
。
初
言
二

次
第
等
一

者
。
若
先
レ

小
後
レ

大
。
一
切
倶
開
。

若
先
レ

大
後
レ

小
。
在
レ

大
則
大
。
在
レ

小
則
小
。
又
此
方
。
大
小
出
家
則
無
レ

分
。
亦
宜
レ

順
二

於
時
処
一

。
比
丘
等
者
。
此
等
不
レ

同
。
若
其
出
家
。
則
内
二

衆
。
自
分
二

先
後
一

。
故
云
下

王
子
出
家
。
与
二

庶
人
一

同
上レ

類
。
若
其
在
家
。

於
二

外
二
衆
一

。
而
為
二

次
第
一

。
王
家
男
女
。
在
レ

家
亦
然
。
不
レ

分
而
分
。
即

レ

真
而
俗
。
非
レ

謂
二

男
女
依
レ

戒
雑
坐
一

。〈
已
上
疏
文
〉

ⅵ
明
知
。
出
家
五
衆
等
。
皆
名
為
レ

僧
。
但
除
二

畜
生
等
一

。
不
レ

入
二

経
文
次

第
坐
一

故

と
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
ⅰ
僧
綱
の
上
表
文
の
内
容
、
ⅱ
ⅰ
に
対
す
る
最
澄
の
反

論
、
ⅲ
『
梵
網
経
』
第
三
八
軽
戒
の
内
容
の
記
載
、
ⅳ
天
台
智
顗
の
注
釈
書
『
義

疏
』
に
お
け
る
解
釈
、
ⅴ
明
曠
の
注
釈
書
『
菩
薩
戒
疏
』
に
お
け
る
解
釈
、
ⅵ
結

論
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ⅰ
は
、
僧
綱
が
最
澄
の
求
め
る
大
乗
菩
薩
戒
の
み
の
受

戒
に
反
対
す
る
理
由
を
述
べ
た
文
章
で
あ
る
。『
梵
網
経
』
の
大
乗
菩
薩
戒
は
、

出
家
と
在
家
に
共
通
の
戒
律
で
あ
り
、
在
家
に
お
い
て
身
分
の
低
い
奴
婢
ど
こ
ろ

か
畜
生
ま
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
大
乗
菩
薩
戒
を
受
け
た
者
を
大
僧
と

す
る
な
ら
ば
、
在
家
の
奴
婢
な
ど
も
大
僧
と
な
っ
て
し
ま
う
と
す
る
。
こ
こ
か

ら
、
僧
綱
は
、
主
に
出
家
と
在
家
と
の
区
別
、
在
家
に
お
け
る
身
分
秩
序
へ
の
影

響
を
懸
念
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ⅱ
は
、
最
澄
が
ⅰ
で
引
用
し
た
僧
綱
の
意

見
へ
の
反
論
で
、
出
家
と
在
家
で
は
各
々
階
が
定
め
ら
れ
区
別
さ
れ
る
点
、
ま
た

出
家
で
は
出
家
の
、
在
家
で
は
在
家
の
秩
序
が
適
用
さ
れ
る
点
か
ら
問
題
は
な
い

と
説
く
。
ⅲ
か
ら
ⅴ
は
、
ⅱ
に
お
け
る
反
論
の
根
拠
と
し
た
経
疏
を
と
り
あ
げ
た

箇
所
と
な
る
。
ⅲ
は
『
梵
網
経
』
第
三
八
軽
戒
を
引
用
し
て
内
容
の
再
確
認
を
す

る
。
ⅳ
で
は
出
家
と
在
家
に
は
順
序
が
存
在
し
、
こ
れ
は
律
部
に
説
か
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
不
動
の
考
え
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
ⅴ
に
て
受
戒
に
お
け
る
法
坐
の
説

明
に
は
い
る
。
最
澄
が
反
論
の
根
拠
と
す
る
主
な
典
籍
は
明
曠
『
菩
薩
戒
疏
』
で

あ
り
、『
梵
網
経
』
第
三
八
軽
戒
の
解
釈
は
『
菩
薩
戒
疏
』
に
依
拠
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
先
述
の
と
お
り
、
①
か
ら
③
の
三
説
の
う
ち
②
の
説
と
な

る
。
最
澄
は
『
顕
戒
論
』
で
②
の
説
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
古
迹
記
』
と
『
菩
薩
戒
疏
』
は
と
も
に
、
②
の
大
乗
菩
薩
戒
を
受
け
な
い
間

は
受
け
た
も
の
よ
り
も
下
に
位
置
す
る
が
、
受
け
た
と
き
は
そ
れ
ま
で
の
上
下
関

係
は
解
消
し
て
、
本
来
の
上
下
関
係
に
も
ど
る
と
す
る
説
に
基
づ
い
て
い
る
。

『
伝
述
一
心
戒
文
』
の
記
述
は
『
顕
戒
論
』
に
准
じ
て
、
②
の
説
を
採
用
し
た
内

容
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
光
定
は
最
澄
の
発
言
を
記
し
た
際
、
始
め
に
『
古
迹

記
』
を
引
用
し
て
い
る
。
な
ぜ
、
最
澄
の
著
作
た
る
『
顕
戒
論
』
に
も
用
い
ら
れ

た
『
菩
薩
戒
疏
』
で
は
な
く
、『
古
迹
記
』
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
は
、
最
澄
が

主
に
出
家
と
在
家
に
お
け
る
坐
次
問
題
を
論
じ
て
い
る
点
に
対
し
て
、
光
定
は
僧

侶
の
間
で
は
大
乗
菩
薩
戒
受
戒
の
有
無
に
よ
っ
て
坐
次
の
上
下
が
変
動
す
る
こ
と

を
問
題
と
し
て
い
る
点
が
異
な
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。『
伝
述
一
心
戒
文
』
で

は
、
坐
次
問
題
に
言
及
す
る
に
あ
た
り
、
問
題
提
起
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。慧

暁
禅
師
。
聲
聞
僧
上
﨟
。
徳
善
禅
師
。
聲
聞
僧
下
﨟
。
慧
暁
闍
梨
。
菩
薩

僧
下
﨟
。
徳
善
闍
梨
。
菩
薩
僧
上
﨟
。
慧
暁
闍
梨
。
発
二

向
出
雲
国
一

。
不
レ

在
二

大
師
入
滅
一

。
闕
二

菩
薩
初
受
戒
時
一

。
従
二

出
雲
国
一

来
。
登
二

叡
岳
一

而
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坐
二

於
僧
次
一

。
此
彼
固
諍
。
聞
二

此
諍
一

。
約
二

老
僧
等
一

。
存
二

於
囂
事
一

。
亦

我
宗
同
法
。
不
レ

受
二

一
乗
戒
一

而
在
二

於
他
所
一

。
此
寺
彼
寺
。
僧
次
交
レ

座
。

累
レ

日
将
有
二

諍
論
一

。
若
有
二

成
レ

宗
事
一

者
。
必
大
小
雑
乱
。
将
有
二

諍
論
一

。

最
澄
の
弟
子
で
あ
る
慧
暁
と
徳
善
は
、
声
聞
僧
と
し
て
は
慧
暁
が
上
﨟
、
徳
善
が

（

）

下
﨟
で
あ
る
一
方
、
菩
薩
僧
と
し
て
は
徳
善
が
上
﨟
、
慧
暁
が
下
﨟
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
最
澄
の
入
滅
時
に
慧
暁
が
出
雲
国
へ
出
向
い
て
お
り
、
大
乗
菩
薩
戒
初

（

）

受
戒
の
場
に
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
後
、
慧
暁
が
出
雲
国
よ
り

比
叡
山
に
戻
り
﨟
次
の
順
に
座
る
に
あ
た
り
、
慧
暁
と
徳
善
の
ど
ち
ら
が
上
座
と

な
る
か
問
題
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
争
い
は
慧
暁
と
徳
善
以
前
か
ら
起
こ
っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
大
乗
菩
薩
戒
を
受
け
て
い
な
い
日
本
天
台
宗
僧
が
他
寺
に
い
る

場
合
は
、
他
寺
で
は
具
足
戒
基
準
の
﨟
次
に
て
座
す
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
天
台

宗
僧
が
延
暦
寺
に
戻
っ
た
場
合
は
、
大
乗
菩
薩
戒
基
準
の
﨟
次
に
て
座
す
こ
と
に

な
る
た
め
、
坐
次
の
上
下
が
他
寺
で
座
し
た
場
合
と
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ

の
時
、
長
い
間
他
寺
で
具
足
戒
基
準
の
﨟
次
に
て
座
す
こ
と
に
慣
れ
た
日
本
天
台

宗
僧
が
、
延
暦
寺
に
お
け
る
大
乗
菩
薩
戒
基
準
の
坐
次
に
不
満
を
持
ち
争
論
が
起

こ
る
の
で
あ
る
。
光
定
は
、
こ
の
よ
う
な
比
叡
山
内
で
起
き
る
坐
次
問
題
を
解
決

す
る
た
め
、「
大
師
存
生
之
日
」
と
最
澄
の
発
言
を
記
し
、「
有
二

百
﨟
聲
聞
僧
。

十
﨟
菩
薩
僧
一

。
是
之
二
僧
。
座
次
有
レ

由
」
の
よ
う
に
、
僧
侶
同
士
に
お
け
る
坐

次
に
つ
い
て
説
明
し
た
『
古
迹
記
』
を
始
め
に
引
用
し
た
と
考
え
る
。

以
上
か
ら
、
最
澄
は
大
乗
菩
薩
戒
を
重
要
視
し
た
た
め
、
日
本
天
台
宗
内
に
お

け
る
﨟
次
で
は
、『
梵
網
経
』
第
三
八
軽
戒
を
根
底
に
『
菩
薩
戒
疏
』
や
『
古
迹

記
』
の
解
釈
を
適
用
し
、
大
乗
菩
薩
戒
受
戒
の
有
無
に
よ
っ
て
序
列
が
変
動
す
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
を
表
す
と
図
１
の
よ
う
に
な
る
。
図
１
で
は
、
天
台
僧

Ａ
と
天
台
僧
Ｂ
を
比
較
す
る
。
始
め
に
、
Ａ

が
先
に
具
足
戒
を
受
け
、
Ｂ
が
後
に
受
け

る
。
こ
れ
は
、
声
聞
僧
と
し
て
の
﨟
次
の
た

め
、
受
戒
し
た
年
が
早
い
Ａ
が
上
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
大
乗
菩
薩
戒
を
Ｂ
が
先
に
受

け
、
Ａ
が
受
け
て
い
な
い
場
合
。
日
本
天
台

宗
で
は
、
延
暦
寺
の
戒
壇
で
大
乗
菩
薩
戒
を

受
け
た
日
に
よ
っ
て
﨟
次
の
上
下
が
決
ま
る

た
め
、
Ａ
が
具
足
戒
を
先
に
受
け
て
い
た
と

し
て
も
、
﨟
次
は
Ｂ
が
上
、
Ａ
が
下
と
な

る
。
し
か
し
、
Ａ
が
大
乗
菩
薩
戒
を
受
け
る

と
、
具
足
戒
を
受
け
て
か
ら
僧
侶
と
し
て
の

キ
ャ
リ
ア
が
長
い
Ａ
が
再
び
Ｂ
の
上
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
、
日
本
天
台
宗
内
に
お
け
る
﨟

次
に
つ
い
て
言
及
し
て
き
た
。
天
台
宗
内
で

は
最
澄
の
考
え
る
﨟
次
を
適
用
す
る
こ
と
は

で
き
る
が
、
他
宗
で
は
従
来
通
り
具
足
戒
受

戒
を
基
準
と
し
た
﨟
次
を
用
い
る
た
め
、
他

寺
僧
が
延
暦
寺
に
赴
く
あ
る
い
は
天
台
僧
が

他
寺
を
訪
れ
た
際
に
﨟
次
に
関
す
る
問
題
が

生
じ
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
解
決
し
て
初
め

て
、
﨟
次
に
お
け
る
天
台
宗
の
立
場
が
確
立
で
き
た
と
い
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、『
伝
述
一
心
戒
文
』
巻
中
で
は
、
光
定
が
俗
別
当
で
あ
る
参
議
従
四
位
下
の

図 1 最澄の考える日本天台宗における﨟次
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伴
国
道
に
、
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

伴
参
議
云
。
他
寺
僧
在
二

延
暦
寺
一

。
延
暦
寺
僧
在
二

他
寺
一

者
。
可
レ

有
二

多

妨
一

。
彼
妨
意
者
。
他
寺
僧
者
。
不
レ

坐
二

延
暦
寺
僧
上
一

。
延
暦
寺
僧
者
。
不

レ

坐
二

他
寺
僧
上
一

。
故
云
レ

有
二

多
妨
一

。
亦
他
寺
僧
。
不
レ

受
二

延
暦
寺
戒
一

。

延
暦
寺
僧
。
不
レ

受
二

他
寺
戒
一

。
者
彼
此
交
接
。
将
無
二

便
宜
一

。
寺
者
是
彼

寺
此
寺
僧
住
所
。
延
暦
寺
僧
。
可
レ

住
二

他
寺
一

。
他
寺
僧
。
可
レ

住
二

延
暦

寺
一

。
官
符
同
下
者
。
延
暦
寺
僧
。
可
レ

坐
二

他
寺
一

。
他
寺
僧
。
可
レ

坐
二

延
暦

寺
一

。
廻
心
僧
与
二

之
一
乗
僧
一

者
。
受
戒
之
日
。
一
乗
師
下
可
レ

坐
。
廻
心
師

受
戒
之
後
廻
心
師
位
。
可
レ

坐
二

一
乗
師
上
一

。
他
寺
師
。
以
二

東
大
寺
受
戒

日
一

。
可
レ

坐
二

延
暦
寺
僧
次
一

。
延
暦
寺
師
。
以
二

延
暦
寺
受
戒
日
一

。
可
レ

坐
二

他
寺
僧
次
一

。
以
二

此
之
意
一

。
可
レ

下
二

官
符
一

。
為
二

功
徳
一

故
。
申
二

下
位
次

符
一

。
伝
二

先
師
迹
一

。
故
経
二

於
多
日
一

。
為
二

此
之
政
一

。

天
台
僧
が
「
延
暦
寺
戒
」
つ
ま
り
大
乗
菩
薩
戒
の
み
を
受
け
た
場
合
、
他
寺
僧
が

延
暦
寺
に
い
る
と
き
あ
る
い
は
天
台
僧
が
他
寺
に
い
る
と
き
、
他
寺
僧
と
天
台
僧

と
で
は
受
け
て
い
る
戒
律
が
異
な
る
た
め
、
﨟
次
に
よ
る
坐
次
に
問
題
が
生
じ
る

と
伴
国
道
は
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
光
定
は
、
廻
心
の
僧
つ
ま
り
具

足
戒
を
受
け
た
後
に
大
乗
菩
薩
戒
を
受
け
よ
う
と
し
て
い
る
僧
が
、
一
乗
僧
つ
ま

り
大
乗
菩
薩
戒
の
み
を
受
け
た
僧
と
共
に
坐
す
と
き
、
廻
心
の
僧
が
大
乗
菩
薩
戒

を
受
け
る
ま
で
は
一
乗
師
の
下
に
座
り
、
受
戒
の
後
は
一
乗
師
の
上
に
座
る
べ
き

で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
、『
古
迹
記
』
や
『
菩
薩
戒
疏
』
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た

内
容
と
同
じ
く
、
大
乗
菩
薩
戒
受
戒
の
有
無
に
よ
り
﨟
次
が
変
動
し
、
ど
ち
ら
も

受
け
た
場
合
は
本
来
の
﨟
次
の
上
下
関
係
に
戻
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を

そ
の
ま
ま
他
寺
僧
と
天
台
僧
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
他
寺
僧
は
東

大
寺
で
の
受
戒
の
日
に
よ
っ
て
延
暦
寺
に
お
け
る
坐
次
を
決
め
、
天
台
僧
は
延
暦

寺
で
の
受
戒
の
日
に
よ
っ
て
他
寺
に
お
け
る
坐
次
を
決
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ

ま
り
、
他
寺
僧
は
東
大
寺
の
戒
壇
で
具
足
戒
を
受
け
た
日
、
天
台
僧
は
延
暦
寺
の

戒
壇
で
大
乗
菩
薩
戒
を
受
け
た
日
を
基
準
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第
二
章

義
真
と
円
澄
の
﨟
次
に
お
け
る
上
下
関
係

日
本
天
台
宗
内
に
お
け
る
﨟
次
に
つ
い
て
、
最
澄
は
大
乗
菩
薩
戒
重
視
の
見
解

を
示
し
て
い
た
。
天
長
元
年
（
八
二
四
）
五
月
二
三
日
に
仁
忠
、
義
真
、
円
澄
の

連
署
で
上
表
さ
れ
た
「
延
暦
寺
禁
制
式
」
に
は
、「
第
七
条
依
二

受
戒
一

可
レ

着
座

（

）

事
」
と
し
て
、
坐
次
に
つ
い
て
の
規
定
が
記
さ
れ
て
い
る
。
高
弟
た
ち
に
は
最
澄

に
よ
る
﨟
次
を
尊
重
し
遵
守
す
る
姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、『
伝
述
一
心
戒
文
』

に
て
慧
暁
と
徳
善
が
坐
次
を
争
い
、
光
定
の
言
を
「
二
闍
梨
等
。
猶
尚
不
レ

信
。」

と
し
た
こ
と
か
ら
、
最
澄
が
示
し
た
﨟
次
は
日
本
天
台
宗
内
に
お
い
て
も
十
分
に

浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
新
し
い
﨟
次
の
規
定
は
、
た
だ
最
澄
の
考

え
と
し
て
終
わ
ら
ず
、
実
際
に
天
台
宗
内
で
運
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
実

用
例
が
、
義
真
と
円
澄
に
お
け
る
上
﨟
、
下
﨟
の
位
置
づ
け
で
あ
る
と
考
え
る
。

最
澄
の
存
命
中
は
、
未
だ
比
叡
山
に
大
乗
戒
壇
設
立
の
勅
許
が
出
て
お
ら
ず
、

『
伝
述
一
心
戒
文
』
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
延
暦
寺
の
大
乗
戒
壇
で
受
戒
し
た

日
を
基
準
に
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
最
澄
は
大
乗
菩
薩
戒
だ
け
で

な
く
、『
本
疏
』
の
②
の
説
に
准
じ
て
、
具
足
戒
と
大
乗
菩
薩
戒
の
受
戒
年
次
か

（

）

ら
判
断
し
た
と
推
考
す
る
。
よ
っ
て
、
義
真
と
円
澄
の
具
足
戒
お
よ
び
大
乗
菩
薩

戒
の
受
戒
年
次
が
い
つ
か
考
え
て
み
た
い
。
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ま
ず
は
、
義
真
に
つ
い
て
。
義
真
は
最
澄
と
共
に
入
唐
し
た
人
物
で
あ
り
、
延

暦
二
四
年
（
八
〇
五
）
四
月
一
六
日
に
治
部
省
か
ら
受
け
た
公
験
か
ら
、
帰
朝
後

ま
で
の
義
真
の
略
歴
が
わ
か
る
。
こ
の
公
験
は
『
顕
戒
論
縁
起
』
に
「
賜
二

向
レ

唐

求
レ

法
訳
語
僧
義
真
一

公
験
一
首
」
と
し
て
所
収
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
に
記

（

）

さ
れ
て
い
る
。

賜
二

向
レ

唐
求
レ

法
訳
語
僧
義
真
一

公
験
一
首

治
部
省

僧
義
真
〈
年
二
十
五
臘
一
〉

右
僧
就
二

東
大
寺
伝
燈
法
師
位
慈
賢
一

習
二

漢
語
一

。
又
就
二

興
福
寺
伝
燈
住
位

僧
慈
蘊
一

学
二

法
相
一

。
被
二

年
分
試
一

。
及
第
得
度
。
更
登
二

比
叡
之
峯
一

。
鑚
二

仰
天
台
之
教
一

。
有
レ

詔
特
賜
二

最
澄
闍
梨
一

。
為
二

求
法
訳
語
一

。
於
二

台
州

国
清
寺
一

。
屈
二

大
徳
一

受
二

聲
聞
具
足
戒
一

。
又
於
二

道
邃
和
尚
所
一

。
受
二

大
乗

菩
薩
戒
一

。
又
於
二

越
州
龍
興
寺
一

。
共
二

澄
闍
梨
一

。
遇
二

順
暁
和
尚
一

。
入
二

灌

頂
壇
一

。
受
二

三
部
悉
地
法
一

。
今
被
二

右
大
臣
宣
一

。

奉
レ

勅
入
唐
受
法
僧

二
人
。
宜
レ

令
下

所
司
各
与
二

公
験
一

。
弥
勤
精
進
。
興
二

隆
仏
法
一

。
擁
二

護
国

家
一

。
利
中

楽
群
生
上

。
者

宣
旨
奉
行
如
レ

右

延
暦
二
十
四
年
九
月
十
六
日

卿
四
品
葛
原
親
王

従
四
位
下
行
大
輔
和
気
朝
臣
入
鹿
麻
呂

少
輔
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
友
人

義
真
は
、
東
大
寺
の
慈
賢
か
ら
漢
語
を
習
い
、
興
福
寺
の
慈
蘊
よ
り
法
相
を
学
ん

だ
後
、
年
分
試
に
及
第
し
得
度
し
て
、
比
叡
山
に
登
り
天
台
の
教
え
を
研
究
し
て

い
た
。
そ
の
後
、
最
澄
と
共
に
求
法
訳
語
僧
と
し
て
唐
に
渡
り
、
台
州
の
国
清
寺

で
具
足
戒
を
受
け
、
道
邃
か
ら
大
乗
菩
薩
戒
を
受
け
た
。
ま
た
、
越
州
の
龍
興
寺

に
お
い
て
、
順
暁
か
ら
最
澄
と
共
に
三
部
悉
地
法
に
よ
る
灌
頂
を
受
け
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
、
義
真
は
日
本
で
年
分
度
者
と
し
て
得
度
し
た
後
、
具
足
戒
、
大
乗
菩

薩
戒
は
共
に
唐
で
受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。
田
村
晃
祐
氏
も
、
日
本
で
得
度
は
す

（

）

れ
ど
も
、
具
足
戒
は
受
け
ず
に
唐
へ
渡
り
国
清
寺
で
受
戒
し
た
と
す
る
。
公
験
の

略
歴
か
ら
は
日
に
ち
が
分
か
ら
な
い
が
、
具
足
戒
の
受
戒
年
次
は
在
唐
中
に
最
澄

が
義
真
の
公
験
を
申
請
し
た
文
書
に
見
受
け
ら
れ
る
。『
顕
戒
論
縁
起
』
の
「
大

唐
明
州
僧
義
真
公
験
。
并
遣
大
唐
使
公
験
一
首
」
に
、

大
唐
明
州
僧
義
真
公
験
。
并
遣
大
唐
使
公
験
一
首

日
本
国
求
法
僧
最
澄

天
台
受
具
足
戒
僧
義
真

牒
僧
義
真
。
去
年
十
二
月
七
日
。
於
二

大
唐
台
州
唐
興
縣
天
台
山
国
清
寺
一

。

受
二

具
足
戒
一

已
畢
。
謹
連
二

台
州
公
験
一

。
請
二

当
州
公
験
印
信
一

。
謹
牒

牒
件
状
如
レ

前
。
謹
牒

貞
元
二
十
一
年
四
月
五
日

求
法
僧
最
澄
牒

任
レ

為
二

憑
據
一

四
月
八
日
明
州
刺
史
鄭
審
則
給

（

）

と
あ
る
。
右
は
、
義
真
が
去
年
一
二
月
七
日
に
、
台
州
の
天
台
山
に
あ
る
国
清
寺

で
具
足
戒
を
受
け
た
た
め
、
そ
れ
を
認
め
る
公
験
の
印
信
を
明
州
刺
史
鄭
審
則
に

求
め
て
い
る
。「
貞
元
二
十
一
年
四
月
五
日

求
法
僧
最
澄
牒
」
と
あ
る
よ
う
に
、

最
澄
は
貞
元
二
一
年
（
八
〇
五
）
に
明
州
刺
史
鄭
審
則
へ
牒
を
送
っ
て
い
る
。
こ

こ
か
ら
、「
去
年
十
二
月
七
日
」
の
「
去
年
」
と
は
、
貞
元
二
一
年
の
前
年
つ
ま
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り
貞
元
二
〇
年
（
八
〇
四
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
記
事
よ
り

具
足
戒
を
受
け
た
の
は
、
唐
の
年
号
で
貞
元
二
〇
年
、
日
本
の
年
号
で
延
暦
二
三

年
一
二
月
七
日
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
大
乗
菩
薩
戒
に
つ
い
て
は
、『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
の
「
天
台

円
教
菩
薩
戒
相
承
師
師
血
脈
譜
一
首
」
に
、

大
日
本
国
比
叡
山

前
入
唐
受
菩
薩
戒
沙
門
最
澄

前
入
唐
受
菩
薩
戒
沙
門
義
真

大
唐
貞
元
二
十
一
年
歳
次
二

乙
酉
一

。〈
当
二

大
日
本
国
延
暦
二
十
四
年
乙

酉
一

也
〉
春
三
月
二
日
初
夜
二
更
亥
時
。
於
二

台
州
臨
海
縣
龍
興
寺
西
廂
極

楽
浄
土
院
一

。
奉
二

請
天
台
第
七
伝
法
道
邃
和
上
一

。
最
澄
義
真
等
。
与
二

大

唐
沙
門
二
十
七
人
一

。
倶
受
二

円
教
菩
薩
戒
一

（

）

と
あ
る
。
大
唐
貞
元
二
一
年
、
つ
ま
り
日
本
の
延
暦
二
四
年
三
月
二
日
に
、
台
州

臨
海
縣
龍
興
寺
の
極
楽
浄
土
院
で
、
最
澄
と
義
真
お
よ
び
唐
の
沙
門
二
七
人
が
、

（

）

道
邃
か
ら
円
教
菩
薩
戒
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
義
真
は
延

暦
二
三
年
一
二
月
七
日
に
具
足
戒
を
受
け
て
声
聞
僧
と
な
り
、
延
暦
二
四
年
三
月

二
日
に
大
乗
菩
薩
戒
を
受
け
て
菩
薩
僧
と
な
る
。「
賜
二

向
レ

唐
求
レ

法
訳
語
僧
義

真
一

公
験
一
首
」
に
「
僧
義
真
〈
年
二
十
五
臘
一
〉」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
義
真
は
こ
の
時
点
で
二
五
歳
で
あ
り
、
僧
侶
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
年
数
を
示

す
臘
は
一
年
で
、
国
清
寺
に
お
け
る
具
足
戒
の
受
戒
を
基
準
と
し
て
い
る
こ
と
が

（

）

わ
か
る
。
ま
た
、
義
真
は
道
邃
か
ら
大
乗
菩
薩
戒
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
最
澄

を
除
く
と
、
日
本
天
台
宗
に
お
い
て
、
延
暦
寺
に
大
乗
戒
壇
が
建
立
さ
れ
る
ま
で

の
間
、
中
国
天
台
宗
か
ら
相
承
さ
れ
た
正
統
な
大
乗
菩
薩
戒
を
受
け
た
唯
一
の
人

物
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
円
澄
に
つ
い
て
。
円
澄
の
卒
伝
は
『
続
日
本
後
紀
』
天
長
一
〇
年
一
〇

月
壬
寅
条
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、

壬
寅
。
延
暦
寺
座
主
僧
伝
燈
大
法
師
位
円
澄
卒
。
時
年
六
十
二
云
々
。
延
暦

十
七
年
。
陟
到
二

叡
山
最
澄
法
師
一

。
々
大
悦
即
落
髪
為
二

弟
子
一

。
取
二

自
名

一
一

号
為
二

円
澄
一

。
時
年
二
十
七
焉
。
廿
四
年
春
。
最
澄
師
入
唐
以
後
。
法

師
依
レ

詔
於
二

紫
宸
殿
一

。
修
二

念
五
仏
頂
法
一

。
即
預
二

得
度
一

。
其
夏
四
月
。

就
二

唐
泰
信
大
僧
都
一

受
二

具
戒
一

。
六
月
大
唐
使
帰
朝
。
秋
八
月
宣
勅
令
下
二

最

澄
師
一

修
中

入
唐
所
レ

受
灌
頂
秘
法
上

。
是
大
法
師
修
円
勤
操
等
七
人
為
二

受
法

弟
子
一

。
於
二

清
瀧
峯
高
雄
寺
一

。
奉
二

為
桓
武
天
皇
一

。
修
二

毘
盧
遮
那
秘

法
一

。
々
師
亦
在
二

其
中
一

。
共
禀
二

灌
頂
三
摩
耶
戒
一

。
是
則
本
朝
灌
頂
始
興

之
日
也
。
大
同
元
年
冬
十
一
月
。
於
二

叡
山
止
観
院
一

。
法
師
為
二

上
首
一

。

与
二

百
余
人
一

。
受
二

円
頓
菩
薩
大
戒
一

。
此
亦
天
台
師
々
相
伝
大
戒
之
初
也
。

（

）

と
あ
る
。
天
長
一
〇
年
（
八
三
三
）
一
〇
月
壬
寅
（
二
〇
日
）
に
没
し
た
円
澄

は
、
延
暦
一
七
年
（
七
九
八
）
に
比
叡
山
の
最
澄
の
下
へ
到
り
、
落
髪
し
て
弟
子

と
な
る
。
最
澄
は
、
自
分
の
名
前
か
ら
一
字
取
っ
て
円
澄
と
名
付
け
、
そ
の
時
円

澄
は
二
七
歳
で
あ
っ
た
。
延
暦
二
四
年
春
、
最
澄
が
入
唐
し
た
後
に
得
度
し
、
唐

僧
の
泰
信
大
僧
都
か
ら
具
足
戒
を
受
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
六
月
に
遣
唐
使
が
帰

朝
す
る
と
、
八
月
に
宣
勅
に
て
最
澄
は
唐
で
受
け
た
灌
頂
秘
法
を
修
し
、
修
円
や

勤
操
等
七
人
が
こ
れ
を
受
け
た
。
ま
た
、
高
雄
寺
に
て
桓
武
天
皇
の
た
め
に
毘
盧

遮
那
秘
法
を
修
し
た
際
、
円
澄
も
そ
の
中
に
お
り
、
と
も
に
三
摩
耶
戒
の
灌
頂
を
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受
け
た
。
こ
れ
が
、
日
本
に
お
け
る
灌
頂
の
始
興
の
日
と
す
る
。
大
同
元
年
（
八

〇
六
）
一
一
月
、
比
叡
山
止
観
院
に
お
い
て
、
円
澄
を
上
首
と
し
た
一
〇
〇
余
人

が
円
頓
菩
薩
大
戒
を
受
戒
し
た
。
こ
れ
が
天
台
師
々
相
伝
の
大
戒
つ
ま
り
大
乗
菩

薩
戒
受
戒
の
初
め
で
あ
る
と
す
る
。

『
続
日
本
後
紀
』
の
円
澄
卒
伝
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
あ
る
こ
と
は
、
従
来

指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
卒
伝
で
は
、
円
澄
の
没
年
を
天
長
一
〇
年
と
し
て
い
る

が
、
承
和
三
年
（
八
三
六
）
の
可
能
性
が
高
い
。
他
に
も
、
円
澄
が
紫
宸
殿
で
五

仏
頂
法
を
修
念
し
た
よ
う
に
記
す
の
は
、
誤
写
に
よ
る
誤
伝
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

（

）
る
。
そ
の
た
め
、
円
澄
卒
伝
を
扱
う
際
は
十
分
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず

は
、
具
足
戒
の
受
戒
年
次
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

『
続
日
本
後
紀
』
に
「
廿
四
年
春
。
最
澄
師
入
唐
以
後
。
法
師
依
レ

詔
於
二

紫
宸

殿
一

。
修
二

念
五
仏
頂
法
一

。
即
預
二

得
度
一

。
其
夏
四
月
。
就
二

唐
泰
信
大
僧
都
一

受
二

具
戒
一

。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
円
澄
は
延
暦
二
四
年
四
月
に
唐
僧
の
泰
信
大
僧
都

（

）

か
ら
具
足
戒
を
受
け
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
一
方
、『
元
亨
釈
書
』
で
は

「
二
十
三
年
。
教
奉
レ

詔
入
唐
。
澄
其
年
四
月
。
就
二

唐
僧
泰
信
一

受
二

具
足
戒
一

。
明

年
教
帰
。」
と
あ
り
、
円
澄
が
具
足
戒
を
受
け
た
年
を
延
暦
二
三
年
と
一
年
早
く

（

）

し
て
い
る
。『
元
亨
釈
書
』
は
後
世
の
書
物
で
あ
り
、
円
澄
の
事
績
に
お
け
る
細

か
い
年
月
記
載
に
つ
い
て
は
、
正
確
な
も
の
と
は
い
え
ず
、
著
者
の
解
釈
に
よ
っ

て
『
続
日
本
後
紀
』
と
は
異
な
る
記
述
も
多
い
。『
日
本
紀
略
』
延
暦
二
二
年
四

月
に
「
癸
卯
。
遣
唐
大
使
葛
野
麿
言
。
今
月
十
四
日
。
於
二

難
波
津
頭
一

始
乗
レ

船
。

十
六
日
進
発
。
云
々
。
廿
一
日
暴
雨
疾
風
。
沈
石
不
レ

禁
。」
と
あ
り
、
最
澄
た
ち

が
唐
へ
渡
る
た
め
に
九
州
へ
向
け
て
進
発
し
た
の
は
延
暦
二
二
年
四
月
一
六
日
で

あ
る
が
、
暴
雨
や
疾
風
に
よ
る
船
の
破
損
の
た
め
渡
海
で
き
ず
、
大
使
葛
野
麻
呂

（

）

は
帰
京
し
て
、
節
刀
を
奉
還
し
て
い
る
。
こ
の
後
、
最
澄
は
九
州
に
滞
在
し
て
お

り
、
最
澄
が
乗
っ
た
遣
唐
使
船
が
入
唐
の
た
め
に
九
州
を
出
発
し
た
の
は
、
延
暦

（

）

二
三
年
七
月
の
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
入
唐
の
た
め
に
、
延
暦
二
二
年
四
月
初
旬

に
は
最
澄
た
ち
が
比
叡
山
を
留
守
に
し
て
い
た
と
し
て
も
、
唐
へ
渡
海
す
る
前
の

時
期
を
「
最
澄
師
入
唐
以
後
」
と
表
現
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
円

澄
の
具
足
戒
の
受
戒
は
、『
続
日
本
後
紀
』
の
円
澄
卒
伝
の
記
述
の
通
り
、
延
暦

二
四
年
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
円
澄
の
大
乗
菩
薩
戒
の
受
戒
は
い
つ
か
。『
伝
述
一
心
戒
文
』
巻
下
に
、

大
法
師
円
澄
功
能
。
略
録
在
二

伝
述
一
心
戒
文
中
一

彼
功
能
事
。
在
二

彼
此

人
一

。
法
師
為
レ

行
二

初
戒
一

不
犯
堅
持
。
武
蔵
之
国
道
忠
法
師
。
菩
薩
戒
寄
二

天
台
宗
一

。
最
初
之
時
。
城
邑
之
中
。
在
二

於
高
座
一

。
演
二

説
宗
義
一

。
登
二

到

叡
嶺
一

。
共
二

先
之
師
一

。
写
二

一
切
経
一

。
収
二

於
経
蔵
一

。
従
二

先
師
後
一

。
供
二

一
切
経
一

。

と
あ
り
、
円
澄
が
武
蔵
国
に
い
る
道
忠
法
師
に
師
事
し
て
い
た
こ
ろ
、「
菩
薩
戒
」

を
受
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
比
叡
山
に
登
り
、
道
忠
と
と
も
に
写
し

た
一
切
経
を
経
蔵
に
収
め
、
最
澄
に
従
い
一
切
経
を
供
養
し
た
と
す
る
。
高
木
訷

元
氏
は
、
こ
こ
で
光
定
は
「
先
之
師
」
と
「
先
師
」
の
使
い
わ
け
を
意
識
的
に
し

て
お
り
、
円
澄
が
不
犯
堅
持
し
て
学
び
に
行
じ
た
「
初
戒
」
は
道
忠
か
ら
受
け
た

「
菩
薩
戒
」
の
こ
と
を
指
し
、
こ
の
「
菩
薩
戒
」
は
通
受
の
菩
薩
戒
で
あ
る
と
い

（

）
う
。
通
受
の
菩
薩
戒
と
は
、
摂
律
儀
戒
・
摂
善
法
戒
・
摂
衆
生
戒
の
三
つ
を
包
摂

す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
三
聚
戒
」
と
し
て
、
小
乗
の
『
四
分
律
』
と
梵
網
戒
と
の
結

（

）

合
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
延
暦
一
七
年
以
前
に
円
澄
が
道
忠
よ
り
授

け
ら
れ
た
「
菩
薩
戒
」
は
、
最
澄
が
注
視
し
た
『
梵
網
経
』
を
基
盤
と
す
る
天
台
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相
承
の
大
乗
菩
薩
戒
で
は
な
い
た
め
、
円
澄
の
大
乗
菩
薩
戒
受
戒
年
次
と
は
み
な

せ
な
い
こ
と
に
な
る
。

で
は
、『
続
日
本
後
紀
』
に
「
大
同
元
年
冬
十
一
月
。
於
二

叡
山
止
観
院
一

。
法

師
為
二

上
首
一

。
与
二

百
余
人
一

。
受
二

円
頓
菩
薩
大
戒
一

。」
と
あ
る
た
め
、
大
同
元

年
一
一
月
、
円
澄
を
上
首
と
し
た
円
頓
菩
薩
戒
の
受
戒
が
大
乗
菩
薩
戒
の
受
戒
と

（

）

な
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
時
の
受
戒
は
、
最
澄
に
よ
る
相
伝
で
あ
る
が
、
日
本
天

台
宗
と
し
て
の
正
式
な
受
戒
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
晩
年
の
最
澄
が
大
乗
戒

壇
設
立
に
情
熱
を
注
い
で
い
た
こ
と
も
加
味
す
る
と
、
日
本
天
台
宗
に
お
け
る
大

乗
菩
薩
戒
の
正
式
な
受
戒
は
、
延
暦
寺
の
大
乗
戒
壇
に
お
け
る
受
戒
で
あ
る
、
と

最
澄
は
認
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
義
真
は
、『
内
証
仏
法
相
承
血

脈
譜
』
の
「
天
台
円
教
菩
薩
戒
相
承
師
師
血
脈
譜
一
首
」
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
最
澄
と
と
も
に
唐
で
天
台
宗
の
第
七
祖
で
あ
る
道
邃
か
ら
大
乗
菩
薩
戒
を
受

け
て
い
る
。
ま
た
、『
顕
戒
論
縁
起
』
の
「
賜
二

向
レ

唐
求
レ

法
訳
語
僧
義
真
一

公
験

一
首
」
に
大
乗
菩
薩
戒
を
受
戒
し
た
こ
と
が
記
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
朝
廷
か
ら

正
式
な
受
戒
で
あ
る
と
保
証
さ
れ
て
い
る
。
対
し
て
、
大
同
元
年
一
一
月
の
受
戒

は
、
最
澄
に
よ
る
授
戒
で
は
あ
る
が
、
円
澄
や
ほ
か
の
参
加
者
に
朝
廷
か
ら
公
験

を
与
え
ら
れ
て
い
る
形
跡
は
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
日
本
天
台
宗
に
お
け
る
正
式
な

大
乗
菩
薩
戒
の
受
戒
と
は
、
中
国
天
台
宗
か
ら
相
承
さ
れ
た
正
統
な
大
乗
菩
薩
戒

の
授
受
お
よ
び
日
本
の
朝
廷
に
認
可
さ
れ
た
戒
壇
に
お
け
る
正
式
な
受
戒
、
こ
の

二
つ
の
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
そ
の
場
合
、
日
本
天
台
宗
で

初
め
て
大
乗
菩
薩
戒
が
正
式
に
授
受
さ
れ
た
の
は
、
弘
仁
一
四
年
四
月
一
四
日
と

な
る
だ
ろ
う
。
弘
仁
一
三
年
六
月
四
日
に
最
澄
が
入
滅
し
、
そ
の
七
日
後
に
大
乗

戒
壇
建
立
の
勅
許
が
下
さ
れ
、
弘
仁
一
四
年
四
月
一
四
日
に
初
め
て
延
暦
寺
の
大

乗
戒
壇
に
て
、
義
真
を
伝
戒
師
と
し
て
大
乗
菩
薩
戒
の
受
戒
が
行
わ
れ
た
の
で
あ

る
。『
伝
述
一
心
戒
文
』
巻
中
「
一
乗
戒
牒
書
御
筆
文
」
の
「
義
真
和
上
。
為
レ

成
二

戒
和
尚
一

。
大
師
存
生
之
日
談
語
。
必
為
二

戒
和
上
一

。
具
如
二

血
脈
一

。」
よ
り
、

天
台
の
血
脈
相
承
の
観
点
か
ら
大
乗
菩
薩
戒
の
授
戒
者
は
、
最
澄
を
除
け
ば
、
最

澄
と
と
も
に
唐
に
て
道
邃
よ
り
天
台
相
承
の
正
統
な
大
乗
菩
薩
戒
を
受
け
た
義
真

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
と
き
受
戒
者
の
一
人
で
あ
っ
た
光
定

（

）

は
、
嵯
峨
天
皇
宸
筆
の
戒
牒
を
賜
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
、
大
同
元
年
一

一
月
に
大
乗
菩
薩
戒
を
受
け
た
け
れ
ど
も
、
円
澄
は
、
最
澄
の
考
え
る
正
式
な
受

戒
制
度
に
則
っ
て
大
乗
菩
薩
戒
を
受
け
て
い
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

ゆ
え
に
、
義
真
と
円
澄
の
具
足
戒
お
よ
び
正
式
な
大
乗
菩
薩
戒
の
受
戒
年
次

は
、
次
の
通
り
と
な
る
。

義
真

・
具
足
戒：

大
唐
貞
元
二
〇
（
延
暦
二
三
）
年
一
二
月
七
日

・
大
乗
菩
薩
戒：

大
唐
貞
元
二
一
（
延
暦
二
四
）
年
三
月
二
日

円
澄

・
具
足
戒：

延
暦
二
四
年
四
月

・
大
乗
菩
薩
戒：

弘
仁
一
四
年
四
月
一
四
日
も
し
く
は
そ
れ
以
降

こ
れ
よ
り
、
最
澄
が
入
滅
し
た
時
点
で
は
、
義
真
は
具
足
戒
お
よ
び
大
乗
菩
薩

戒
ど
ち
ら
も
受
け
て
い
る
菩
薩
僧
で
あ
る
た
め
上
﨟
、
円
澄
は
未
だ
具
足
戒
の
み

を
受
け
た
声
聞
僧
で
あ
る
た
め
下
﨟
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、『
伝
述
一
心

戒
文
』
巻
下
に
「
弘
仁
四
年
。
義
真
法
師
。
従
二

相
模
国
一

。
来
二

於
叡
嶺
一

寄
在
。

義
真
法
師
上
﨟
。
円
澄
法
師
下
﨟
。」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
弘
仁
四
年
時
点
で
最

澄
は
義
真
を
上
﨟
、
円
澄
を
下
﨟
と
考
え
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
も
、
最
澄
が
存
命

― １０ ―



中
は
、
義
真
だ
け
が
大
乗
菩
薩
戒
を
受
戒
し
て
お
り
、
義
真
が
上
﨟
に
な
る
と
い

え
よ
う
。

以
上
か
ら
、
最
澄
が
義
真
を
上
﨟
、
円
澄
を
下
﨟
と
定
め
る
に
あ
た
り
、
最
澄

の
﨟
次
に
対
す
る
考
え
方
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
最
澄
の
﨟

次
へ
の
見
解
や
大
乗
戒
壇
設
立
の
構
想
を
念
頭
に
置
く
と
、
日
本
に
お
け
る
大
乗

菩
薩
戒
の
正
式
な
受
戒
は
、
弘
仁
一
四
年
四
月
一
四
日
の
受
戒
が
始
ま
り
と
い
え

よ
う
。
よ
っ
て
、
こ
の
二
人
の
﨟
次
を
決
め
る
に
あ
た
り
、
最
澄
は
存
命
中
に
、

義
真
は
具
足
戒
と
大
乗
菩
薩
戒
を
受
戒
し
た
菩
薩
僧
、
円
澄
は
具
足
戒
の
み
を
受

け
た
声
聞
僧
と
見
な
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
最
澄
は
義
真
を
上
﨟
、
円
澄
を
下

﨟
に
据
え
た
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

『
伝
述
一
心
戒
文
』
に
よ
る
と
、
光
定
は
、
最
澄
に
義
真
と
円
澄
と
い
う
二
人

の
後
継
者
候
補
が
い
る
た
め
、
ど
ち
ら
を
選
ぶ
の
か
質
問
し
た
。
円
澄
が
義
真
よ

り
も
年
上
で
あ
り
、
最
澄
の
門
弟
と
な
っ
た
の
も
円
澄
が
先
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
最
澄
が
後
継
者
と
し
た
の
は
義
真
で
あ
っ
た
。
理
由
は
義
真
が

上
﨟
、
円
澄
が
下
﨟
で
あ
る
た
め
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
最
澄
が
大
乗
菩
薩
戒

に
准
じ
た
﨟
次
に
則
っ
て
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
来
の
﨟
次
は
、
具
足
戒
を
受
け
た
日
か
ら
数
え
て
い
く
。
対
し
て
、
日
本
天

台
宗
内
に
お
け
る
﨟
次
は
、『
梵
網
経
』
第
三
八
軽
戒
を
根
底
に
『
菩
薩
戒
疏
』

や
『
古
迹
記
』
の
解
釈
に
基
づ
き
、
大
乗
菩
薩
戒
受
戒
の
有
無
に
よ
っ
て
序
列
が

変
動
す
る
。
延
暦
寺
大
乗
戒
壇
に
お
い
て
大
乗
菩
薩
戒
を
受
け
た
日
が
﨟
次
の
基

準
と
な
る
。
こ
れ
は
、
晩
年
最
澄
が
大
乗
菩
薩
戒
を
重
要
視
し
た
こ
と
に
起
因
し

て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
義
真
と
円
澄
の
﨟
次
を
検
討
し
て
い
く
と
、
最
澄
が
入
滅

す
る
弘
仁
一
三
年
六
月
四
日
ま
で
に
、
義
真
は
唐
に
お
い
て
具
足
戒
お
よ
び
大
乗

菩
薩
戒
を
受
け
た
の
に
対
し
て
、
円
澄
は
具
足
戒
の
み
受
け
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
そ
の
た
め
、
義
真
が
上
﨟
、
円
澄
が
下
﨟
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。以

上
が
本
稿
に
お
け
る
結
論
で
あ
る
が
、
最
澄
の
後
継
者
指
名
は
、
﨟
次
の
み

で
判
断
さ
れ
た
と
は
考
え
難
い
。『
伝
述
一
心
戒
文
』
に
て
、
﨟
次
が
理
由
に
挙

げ
ら
れ
た
の
は
、
戒
律
を
根
底
に
解
釈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
目
に
見
え
て

わ
か
り
や
す
い
判
断
基
準
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
最
終
的
な
後
継
者

の
選
定
に
は
、
﨟
次
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
日
本
天
台
宗
の
教
団
運
営
や
高
弟
た

ち
の
動
向
も
鑑
み
て
総
合
的
な
判
断
を
下
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
最
澄
存
生
時
に

お
け
る
泰
範
の
離
反
や
入
滅
後
の
仁
忠
に
よ
る
円
澄
の
延
暦
寺
寺
主
や
義
真
の
延

暦
寺
上
座
就
任
へ
の
反
対
な
ど
、
高
弟
た
ち
は
決
し
て
円
満
な
関
係
を
築
い
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
弘
仁
三
、
四
年
以
後
頓
挫
し
て
い
た
密
教
研
究
は
、

最
澄
没
後
の
高
弟
た
ち
に
残
さ
れ
た
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
最
澄
が
円
澄
を
重

用
し
て
い
た
こ
と
は
、
円
澄
を
自
分
の
代
わ
り
に
密
教
修
法
修
学
の
た
め
に
空
海

の
元
へ
向
か
わ
せ
る
ほ
か
、
天
台
の
奥
旨
を
授
け
る
と
い
っ
た
事
績
よ
り
う
か
が

（

）

う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
義
真
を
選
ん
だ
理
由
が
﨟
次
だ
け
で
あ
る

と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
最
澄
の
真
意
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
は
、
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

注（
１
）
『
伝
教
大
師
全
集
』
巻
一
（
以
下
『
伝
全
』
巻
一
）、
五
六
〇
〜
五
六
一
頁
。

（
２
）
木
内
堯
央
『
最
澄
と
天
台
教
団
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
３
）
古
田
紹
欽
「
伝
教
大
師
最
澄
と
義
真
・
円
澄
と
の
間
」（
天
台
学
会
編
『
伝
教
大
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師
研
究

別
巻
』、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
〇
年
）。

（
４
）
仲
尾
俊
博
「
修
禅
大
師
義
真
│
空
白
の
時
代
│
」（『
密
教
研
究
』
第
一
九
号
、

一
九
八
七
年
）、
同
「
円
修
と
円
珍
（
上
）
│
金
沢
文
庫
『
室
生
寺
年
分
度
者
奏

状
』
に
よ
せ
て
│
」（『
金
沢
文
庫
研
究
』
第
二
三
七
号
、
一
九
七
六
年
）、
同

「
円
修
と
円
珍
（
下
）
│
金
沢
文
庫
『
室
生
寺
年
分
度
者
奏
状
』
に
よ
せ
て
│
」

（『
金
沢
文
庫
研
究
』
第
二
三
八
号
、
一
九
七
六
年
）。

（
５
）
「
付
法
印
書
」
は
、
最
澄
の
後
継
者
で
あ
る
と
い
う
証
明
書
の
よ
う
な
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

（
６
）
『
叡
山
大
師
伝
』
に
「
以
二

九
年
暮
春
一

大
師
告
二

諸
弟
子
等
一

言
（
中
略
）
自
今
以

後
。
不
レ

受
二

声
聞
之
利
益
一

。
永
乖
二

小
乗
威
儀
一

。
即
自
誓
願
棄
二

捨
二
百
五
十

戒
一

已
」
と
あ
る
（『
伝
全
』
巻
五
、
付
三
二
〜
三
三
頁
）。

（
７
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
巻
二
四
、
一
〇
〇
八
頁
。

（
８
）
石
田
瑞
麿
『
梵
網
経
』（
大
蔵
出
版
、
一
九
七
一
年
）、
二
二
五
〜
二
二
八
頁
。

（
９
）
『
伝
全
』
巻
一
、
一
一
二
〜
一
一
三
頁
。

（
１０
）
管
見
で
は
、
慧
暁
に
関
す
る
明
確
な
記
録
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。

『
九
院
仏
閣
抄
』
に
「
当
山
十
六
院
事
。（
中
略
）
根
本
法
華
院
。〈
亦
名
二

根
本

法
華
知
見
院
一

〉
大
別
当
円
澄
。
小
別
当
恵
暁
。
上
座
円
證
。
寺
主
徳
円
。
都
維

那
等
善
。」
と
あ
る
（『
群
書
類
従
』
第
二
四
輯
、
五
六
七
〜
五
六
八
頁
）。
ま

た
、『
園
城
寺
文
書
』「
弘
仁
九
年
比
叡
山
寺
僧
院
等
之
記
」
の
中
に
「
根
本
法

華
院
〈
或
名
二

根
本
法
花
知
見
院
一

〉
大
別
当
円
澄

少
別
当
恵
暁

上
座
澄
円

寺
主
徳
円

都
維
那
等
真
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（『
園
城
寺
文
書

第
一
巻

智

証
大
師
文
書
』
講
談
社
、
一
九
九
八
年
、
三
九
二
〜
三
九
三
頁
）。『
九
院
仏
閣

抄
』
と
「
弘
仁
九
年
比
叡
山
寺
僧
院
等
之
記
」
で
上
座
・
都
維
那
の
名
前
は
異

な
る
が
、
こ
の
二
つ
の
史
料
に
み
え
る
根
本
法
華
院
の
「
小
別
当
恵
暁
」
が
、

慧
暁
と
同
一
人
物
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

徳
善
は
、
最
澄
が
著
し
た
『
顕
戒
論
縁
起
』
の
「
新
宗
天
台
法
華
宗
年
分
学
生

名
帳
一
首
」
か
ら
、
弘
仁
二
年
（
八
一
一
）
に
遮
那
業
と
し
て
得
度
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
（『
伝
全
』
巻
一
、
二
九
六
〜
二
九
八
頁
）。

（
１１
）
「
大
師
入
滅
」
は
、
最
澄
が
没
し
た
弘
仁
一
三
年
六
月
四
日
を
示
す
。
ま
た
、

「
菩
薩
初
受
戒
時
」
は
、
弘
仁
一
四
年
四
月
一
四
日
、
最
澄
の
入
滅
七
日
目
で
大

乗
戒
壇
設
立
の
勅
許
が
下
り
た
後
、
義
真
が
伝
戒
師
と
な
り
、
比
叡
山
延
暦
寺

の
根
本
中
堂
に
お
い
て
、
光
定
ら
が
初
め
て
大
乗
菩
薩
戒
を
受
け
た
こ
と
を
指

す
。

（
１２
）
『
日
本
大
蔵
経
』
第
七
八
巻
、
八
三
〜
八
四
頁
。

（
１３
）
大
乗
戒
壇
設
立
の
勅
許
は
、
最
澄
が
入
滅
し
た
弘
仁
一
三
年
六
月
四
日
か
ら
七

日
後
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
延
暦
寺
で
初
め
て
大
乗
菩
薩
戒
を
授
け
た
の
は
、

弘
仁
一
四
年
四
月
一
四
日
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
と
き
の
戒
和
上
は
義
真
と
な

る
。

（
１４
）
『
伝
全
』
巻
一
、
二
八
九
〜
二
九
〇
頁
。

（
１５
）
田
村
晃
祐
『
最
澄
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）、
八
一
頁
。

（
１６
）
『
伝
全
』
巻
一
、
二
八
八
頁
。

（
１７
）
『
伝
全
』
巻
一
、
二
三
六
頁
。

（
１８
）
最
澄
と
義
真
に
円
教
菩
薩
戒
を
授
け
た
道
邃
は
、
中
国
天
台
の
第
七
祖
で
あ
り

第
六
祖
湛
然
の
門
弟
で
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。

（
１９
）
義
真
が
具
足
戒
を
受
戒
し
た
の
は
唐
に
渡
っ
て
の
こ
と
だ
が
、
得
度
は
日
本
で

受
け
て
い
る
こ
と
は
、『
顕
戒
論
縁
起
』「
請
二

求
法
訳
語
一

表
一
首
」
の
中
に
、

「
当
年
得
度
沙
弥
義
真
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
（『
伝
全
』
巻
一
、
二
六

七
〜
二
六
八
頁
）。「
当
年
」
と
は
、
文
章
の
最
後
に
「
延
暦
二
十
一
年
十
月
二

十
日
」
と
あ
る
た
め
、
延
暦
二
一
年
（
八
〇
一
）
で
あ
る
。
ま
た
、「
賜
二

向
レ

唐

求
レ

法
訳
語
僧
義
真
一

公
験
一
首
」
に
「
又
就
二

興
福
寺
伝
燈
住
位
僧
慈
蘊
一

学
二

法

相
一

。
被
二

年
分
試
一

。
及
第
得
度
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
分
得
度

者
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
２０
）
黒
板
勝
美
編
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
三
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四

年
）、
一
六
頁
。

（
２１
）
拙
稿
「『
類
聚
国
史
』
円
澄
卒
伝
に
お
け
る
問
題
点
」（『
日
本
歴
史
』
八
八
六

号
、
二
〇
二
二
年
三
月
刊
行
予
定
）。

（
２２
）
唐
僧
の
泰
信
大
僧
都
は
、『
日
本
後
紀
』
延
暦
一
八
年
（
七
九
八
）
二
月
己
丑

（
一
五
日
）
条
に
「
遣
二

従
五
位
上
行
兵
部
大
輔
兼
中
衛
少
将
春
宮
亮
大
伴
宿
禰

是
成
。
伝
燈
大
法
師
位
泰
信
等
於
淡
路
国
一

。
令
下

賚
二

幣
帛
一

謝
中

崇
道
天
皇

霊
上

。」、
お
よ
び
大
同
元
年
四
月
丙
辰
（
二
三
日
）
条
に
「
少
僧
都
大
法
師
勝
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虞
。
大
法
師
玄
賓
為
二

大
僧
都
一

。
律
師
大
法
師
如
宝
。
大
法
師
泰
信
為
二

少
僧

都
一

。
大
法
師
永
忠
為
二

律
師
一

。」
と
名
前
が
見
受
け
ら
れ
る
（
前
掲
注
（
２０
）

黒
板
勝
美
編
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
三
巻
、
一
六
、
五
七
〜
五
八
頁
）。

（
２３
）
黒
板
勝
美
編
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
三
一
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇

年
）、
五
四
頁
。

（
２４
）
黒
板
勝
美
編
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
一
〇
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四

年
）、
二
七
九
頁
。

（
２５
）
『
伝
全
』
巻
五
、
付
一
六
頁
。

（
２６
）
高
木
訷
元
「
東
国
の
化
主
道
忠
と
天
台
法
華
宗
」（『
高
野
山
大
学
創
立
百
十
周

年
記
念

高
野
山
大
学
論
文
集
』、
一
九
九
六
年
）。

（
２７
）
前
掲
注
（
８
）
石
田
瑞
麿
『
梵
網
経
』、
二
四
頁
。

（
２８
）
同
様
の
記
事
が
、『
慈
覚
大
師
伝
』
に
も
「
先
レ

是
大
同
元
年
冬
十
一
月
廿
三
日
。

於
二

叡
山
止
観
院
一

。
円
澄
法
師
為
二

上
首
一

。
百
有
余
人
。
授
二

円
頓
菩
薩
大

戒
一

。
此
授
二

天
台
師
々
相
伝
大
戒
一

之
始
也
。
厥
後
時
有
二

受
レ

之
者
一

。」
と
見
受

け
ら
れ
る
（
佐
伯
有
清
『
慈
覚
大
師
伝
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
、

一
八
三
頁
）。

（
２９
）
『
伝
全
』
巻
一
、
五
七
六
〜
五
七
七
頁
。
こ
の
戒
牒
は
、
現
在
国
宝
と
し
て
延
暦

寺
に
保
管
さ
れ
て
い
る
（
国
文
学
研
究
資
料
館
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
〔http

://dbrec.nijl.ac.jp/K
TG
_W
_2540627

〕
最
終
検
索
日：

二
〇
二

一
年
一
〇
月
八
日
）。

（
３０
）
『
伝
教
大
師
消
息
』（『
伝
全
』
巻
五
、
四
四
八
〜
四
四
九
頁
）、
前
掲
注
（
２３
）

黒
板
勝
美
編
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
三
一
巻
、
五
四
頁
。

（
関
西
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
博
士
課
程
後
期
課
程
）
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